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み
ず
み
ず
し
い
　
　

夏
の
味
覚

　

鶴
岡
の
夏
の
味
覚
の
代
表
格
と

い
え
ば
、
み
ず
み
ず
し
く
て
甘
い

「
メ
ロ
ン
」。
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
メ
ロ
ン
が
六
月
下
旬
か

ら
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
の
メ
ロ
ン
収
穫
量
は
全

国
で
第
四
位
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
の
が「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
」

で
す
。
安
定
し
た
糖
度
が
自
慢
の

メ
ロ
ン
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
、

全
国
各
地
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

で
本
市
に
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
が
希
望
す
る
返
礼
品
の
中
で

も
一
番
の
人
気
を
誇
り
、
そ
の
六

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
　
　
　

栽
培
の
始
ま
り

　

庄
内
砂
丘
は
、
南
北
に
約
三
十

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
広

が
る
日
本
有
数
の
砂
丘
で
す
。
ま

た
、
海
か
ら
の
強
風
や
飛
砂
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
植
林
さ
れ
た
、

ク
ロ
マ
ツ
の
防
風
林
に
隔
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
特
徴
。
メ
ロ
ン
や

花
を
は
じ
め
、
こ
こ
で
は
多
様
な

農
産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

『
七
窪
メ
ロ
ン
研
究
会
誌
』
に
、

「
メ
ロ
ン
の
芳
香
を
こ
の
白
砂
青

松
の
砂
丘
の
上
に
送
っ
て
き
た
の

が
、
た
し
か
大
正
七
年
頃
を
も
っ

て
嚆こ
う
し矢
（
始
ま
り
）
と
す
る
」。

と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
本
市

で
メ
ロ
ン
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、

今
か
ら
百
年
も
前
の
こ
と
で
し
た
。

◎
問
合
せ　

本
所
農
政
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
６
２
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が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
庄
内
砂

丘
の
メ
ロ
ン
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
続
い
て
、
五
十
四
年

に
現
在
の
主
力
品
種
の
一
つ
で
あ

る
「
ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
」
の
出
荷

が
開
始
さ
れ
る
と
、
生
産
量
が
大

幅
に
伸
び
、
庄
内
砂
丘
は
メ
ロ
ン

の
一
大
産
地
と
し
て
の
確
固
た
る

地
位
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
年
に
Ｊ
Ａ
鶴
岡

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
鶴
姫
メ
ロ

ン
」
が
、
翌
年
に
「
鶴
姫
レ
ッ
ド

メ
ロ
ン
」
が
登
場
。
ア
ン
デ
ス
メ

ロ
ン
と
合
わ
せ
て
、
本
市
の
メ
ロ

ン
の
主
力
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
六
年
の
「
七
窪

メ
ロ
ン
研
究
会
」
の
設
立
を
は
じ

め
、
戦
時
中
も
種
を
守
り
続
け
、

戦
後
す
ぐ
に
試
作
・
研
究
に
取
り

組
ん
だ
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
が
、
現
在
の
メ
ロ
ン
栽
培
の
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
の
名
産
地

　

昭
和
三
十
八
年
、
西
郷
地
区
畑

作
振
興
会
（
現
・
西
郷
砂
丘
畑
振

興
会
）
が
組
織
さ
れ
、
メ
ロ
ン
栽

培
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

四
十
年
代
に
多
く
生
産
さ
れ
た

「
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
」。
そ
の
食
味

ＪＡ鶴岡園芸特産課営農指導主任　黒坂新也 さん

庄内砂丘メロンの栽培（露地）

　メロンを作るとき、一番気を遣
うのが水と温度の管理です。メロ
ンは成長段階に応じて、必要な水
の量と温度が違います。とても繊
細な果物なんですよ。
　ここ庄内砂丘は、砂丘地ならで
はの水はけの良さに加え、月山や
鳥海山から流れてくる豊富な地下
水が利用できます。また、昼夜の
寒暖差が大きい地域でもあります。

　これらの特性を生かして、水分
と温度の管理を徹底することで、
形が良く、甘くてみずみずしいメ
ロンに仕上がります。
　鶴岡のメロンは、私たち生産者
が心を込めて栽培している全国に
誇れる夏の味覚です。今が旬の鶴
岡産メロンを、市民の皆さんをは
じめ、たくさんの方々に味わって
いただきたいですね。　

　ＪＡ鶴岡では、メロンの生産・
販売基盤強化に向けた様々な提案
や、出荷率・秀品率向上のための
栽培講習会の開催、作況・作柄に
合わせた栽培管理情報の発信など
を行い、生産者を支援しています。
　また、生産者とＪＡ職員が協力
して首都圏などの大消費地で試食
宣伝販売をしたり、鶴岡産メロン
を使った加工品の開発を行ったり

して、積極的にメロンの消費拡大
に取り組んでいます。
　鶴岡のメロンは市場でも高い評
価を受けています。生産者の皆さ
んの熟練の栽培技術と、メロンへ
のこだわりが「庄内砂丘メロン」
という産地ブランドの確立につな
がっているのではないでしょうか。
　生産者が自信を持って作ったメ
ロンをぜひご賞味ください。

繊細なメロン栽培。庄内砂丘の特性を生かして。

熟練の栽培技術。そしてこだわりのたまもの。

摘果（６月上旬～７月上旬）
１株につるを２本、１
本のつるに２果を基本
に実を結ばせる

収穫期（７月中旬～８月中旬）
糖度を高めるため、余
計な水分を与えないよ
うに調整する

受粉期（５月下旬～６月下旬）
蜜蜂による受粉を行い、
より自然に近い環境で
交配する

西郷砂丘畑振興会副会長・ネットメロン専門部長　佐藤秀一 さん
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庄
内
砂
丘
は
メ
ロ
ン
の

栽
培
に
最
適

　

メ
ロ
ン
栽
培
は
水
分
管
理
が
重

要
で
す
。
土
壌
に
水
分
が
多
い
と

そ
れ
を
吸
収
し
て
糖
度
が
下
が
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
温
度
も

大
切
で
、
成
長
段
階
に
応
じ
て
、

細
か
な
温
度
管
理
が
必
要
で
す
。

　

庄
内
砂
丘
は
、
水
は
け
が
良
く

水
分
を
管
理
し
や
す
い
こ
と
に
加

え
、
良
質
な
地
下
水
を
利
用
で
き

る
こ
と
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き

い
こ
と
な
ど
、
メ
ロ
ン
栽
培
に
適

し
た
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域

で
す
。

お
い
し
い
メ
ロ
ン
へ
の

こ
だ
わ
り

　

水
分
や
温
度
管
理
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
粉
の
際
は
蜜
蜂
を

使
い
、
よ
り
自
然
に
近
い
環
境
で

交
配
し
た
り
、
摘
果
の
基
準
を
設

け
、
一
玉
一
玉
に
栄
養
が
行
き
届

く
よ
う
に
し
た
り
、
収
穫
直
前
は

水
分
を
調
整
し
、
十
分
に
糖
度
を

高
め
た
り
す
る
な
ど
、
品
質
の
良

い
メ
ロ
ン
を
作
る
た
め
の
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
産
者
の
こ
だ
わ
り

が
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
お
い
し
さ

の
秘
密
な
の
で
す
。

　全国から14の産地が集結し、７月８日○土・９日○日に
開催されました。８日のビジネスサミット「産地首脳会
議」では、メロンの消費拡大や生産に関する課題に各産
地が力を合わせて取り組むことを確認。９日のイベント
サミットでは、メロンやメロンの加工品販売、ワンコイ
ン（500円）でのメロン食べ比べ、メロンスイーツの振
る舞いなどが行われ、県内外から約２万人が訪れました。。
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メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
に

　

生
産
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
や
、
ほ
か
の
高
級
フ
ル
ー
ツ
の

台
頭
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に

生
産
・
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ

る
メ
ロ
ン
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
若
い
世
代

の
後
継
者
も
多
く
、
比
較
的
活
力

あ
る
生
産
体
制
を
維
持
し
て
い
る

本
市
で「
全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
か
れ
、
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ
で

き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
で
す
。

　

今
後
も
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
魅

力
と
お
い
し
さ
が
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
届
く
よ
う
、
市
は
様
々

な
機
会
を
通
し
て
、
関
係
団
体
や

生
産
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▲昭和44年８月

▲現在

メロンの集荷風景

つるおかの今昔
ミニ
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庄内砂丘メロン

だだちゃ豆

さくらんぼ

つや姫

はえぬき

返礼品選択上位５品目（今年度６月末現在）

ふるさ
と納税

の

返礼品
で大人

気！
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